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土佐尚子
Tusa Naoko 

呵
I. メディアとしてのC・Gとの関わり合いについて

Lの場合.11現メディ アの都 IJ.輝 i・レリー ・

I・・ピデオ・C,Gという闇序であっ/・
フ ォプジェ ・フィル

以前．ビデオで作品を作ってし
--(, せ'C•G<墳味を形たかという と．

じ砂、Uに見えない内を111りたい
,r, LC>の. ✓.: く1写その物にIJ間心がなく．

ら、加 としては災写を記11/tと'L
叩 /,ICし／こい）と・とえていに． だか

しなlヽl'l.. lm: されてし・U>IJである．
，で!上がっ'"乍，¥/,1.t、そQ)影い杉

そんな時fi/1こ：Iば砂／このが.C・G
／して、この業界に入，

である。そのC•Gのトリックに．惑わさ

そして｀がIf乍過nそのLUJ
) • JH四If乍している と、 そOJI:洸IJLらろんの軋

り1などにL興味をI,¥っI
、“：のUと諏ゃ閃図1111↓IJ[fら作るのが可能な

ーン ヨンというのI・
,. しかし、開人の作M,J,rJJl;としてC,Gのみのアニメ

どがあり
．` その物哩的・f!済的:illl'・Jの多さ、町間のかかる!JIな

＿ 、ピデオ をやっていたせいか、 リアルク イムと し•う月えb災いし

し、とりあえ・J'両JiがilHEしている

これからIJ又、別の形で交化していくであるう。
という形を、とっている1,11である．

？． 日本のC・Gアートの1叫と未来について

そ b そ L . 1"1をし って .C•Gアー
砂 ．定よってい,,い状仇である。

トとナるかという /flが、 引様な •I紐.,
I坪 OJ!り合それII

と思う。 !illV-/'iOJ立4でIJ.J・J' . rn~'"て＼
．れられた状況0),cで

-~ 
作品を制作でさない,,,.第21こ、 バソコン・グ)7

記 Jtt:)、，-, .. 

しII.マシンを求めやす くなっ,,が，社をltn・rらの1:.
ィックスがn場して．少

り.I台で11.ア ニメー / 0 ンが大変な,,,、第l>: .C•G
iだa1ro111,:1J.,,.

応 •!II、な どがある。社会的に ll
/7,・rム0口 J,トが

'1121こ.tt会的に受け入 しヽるコ ミュニr
• 第' · r-1•!!とWl:';o;閏9浚 '/1,/J:あるlfl.

ィが'"渾．第]Iこ.C・Gアー
r・JIこ，常設している場所がないijlJ;どが上げら11.ると也う

ト'cf/

IE、wr平成のC・G!」に勤務しているが、 1学年にJOク＇
• w,n身，現

彼らの~tQの/J佐杵えると、別にアー ト でな く て
, ,nil後の生徒I)なり

し、It会的口吸のft・----
問題をかかえている.~ ヽLらの問題を州決する紅1を切り開いて＇

•• r. 
先決である。
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